










<研究目的>

  平成 7年 1月 17 日午前 5時 46 分に発生した地震は兵庫県南部地域に未曾有の大災害を

もたらし、一瞬にして 5,000人以上の人名が奪われてしまった。この大災害はそれまでの

想像をはるかに越えたもので、これに払った犠牲はあまりに大きすぎたのかもしれない。

しかし、この大災害を教訓として活かし大災害時の医療資源活用策を構築することは、犠

牲になられた人々に報いる未来への大きな遺産であり、我々に託された大きな責務でもあ

る。  さて、この予想だにしなかった突然の大災害は、母子保健・医療分野において様々

な問題を提起することとなった。本年度の研究においては、大災害発生時の母子保健・医

療上の問題点を明らかにするため、アンケート調査などによる実態解明に力点を置いた。

また、長期に亘る精神的影響を解明するための基礎集団の確立などをはかった。


